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研修の特徴

◎墨東病院　 　

〇大塚病院
〇駒込病院

◎多摩総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 産婦人科　 岩田　 みさ 子

連携をし ている基幹施設病院： 多摩総合

当院は、 東京都区部に存在する総合周産期母子医療センタ ーと し て高度な周産期医療を提供し 、 常時都内上位の母体

搬送受け入れ件数を誇ると と も に、 地域中核病院と し て、 婦人科疾患や生殖内分泌、 女性のヘルスケア診療も 行っ てい

ます。 また、 恵まれた立地と センタ ー機能を活用し 、 さ ら には基幹施設である多摩総合医療センタ ーでの悪性腫瘍症例

の経験、 連係し ている東京医科歯科大学病院での生殖医療の研修も 含め、 バラ ンスの良いキャ リ ア形成が可能なプログ

ラ ムになっ ています。

[1 年次 ]　 当院にて産婦人科の基本手技の習得を 行う と と も に、 周産期医療における 妊産婦管理、 婦人科良性腫瘍患

者の診断・ 治療、 産婦人科救急医療を中心に研修を行います。 妊婦健診、 産後 1 カ 月健診、 一般初診、 再診外来を担当

し ます ( 当初は指導医の監督下に行います )。

[2 年次 ]　 基幹施設である 多摩総合医療セン タ ーに 6 か月所属し 、 婦人科悪性腫瘍の診療を 中心に研修し ます。 3 ～

6 か月は地域医療研修と し て、 産婦人科領域全般を広く 研修し ます。 よ り 主体的な立場が求めら れ、 知識・ 技術の定着

が期待さ れます。 女性のヘルスケアに関する診療も 経験する機会も 得ます。 東京医科歯科大学病院で生殖内分泌診療と

婦人科手術を中心に研修を 3 か月行います。

[3 年次 ]　 当院にて、 こ れまでの経験をさ ら に深い知識・ 技術に深化さ せます。 自分のサブスペシャ リ ティ への方向

性を持てるよう 、 診療内容の調整が可能です。 初期臨床研修医、 シニアレ ジデント 1 年目の指導を通じ て、 自身の知識、

技術の再確認、 定着を行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 大塚病院

基本手技の習得、 妊産婦管理、 産婦人科救急、 婦人科良性疾患の手術を中心に研修。 7 月頃から 妊婦健診、 一般外来も 段階
的に担当。

2 年次 多摩総合医療セン タ ー 地域医療（ 多摩北部医療セン タ ー） 生殖医療（ 東京医科歯科大学）

多摩総合医療センタ ーでは悪性腫瘍を中心に研修を行う 。 地域医療では主体的な立場での診療、 女性のヘルスケア診療の経
験機会も 期待さ れる。

3 年次 大塚病院

生殖医療研修は 2-3 年目の間で 3 か月間。 3 年目は大塚病院でシニア 1 年次の指導も 行い知識、 技術を深化さ せると と も に
専門医受験への準備を行う 。

●　 駒込病院　（ 連携施設）

〇　 駒込病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当プロ グラ ムは日本産婦人科学会専門医取得後のサブスぺシャ リ ティ 領域である 婦人科腫瘍分野を 研修し 婦人科腫

瘍専門医を 養成する プロ グラ ムです。 当院では婦人科悪性腫瘍中心の治療を 行っ ており 、 開腹手術を 主と し て、 腹腔

鏡下手術、 ロ ボッ ト 支援下手術を はじ め放射線治療、 薬物療法、 緩和治療含め婦人科腫瘍専門医取得を 目指す幅広い

研修が行われます。多く は３ 年終了時に専門医取得に必要な症例数を達成し 、高度な治療技術が習得でき ています。他、

希望があれば、 日本遺伝性腫瘍学会専門医や臨床細胞診学会専門医の研修も 可能です。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 婦人科　 喜納　 奈緒　 　 プログラ ム研修期間： 3 年婦人科腫瘍

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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研修の特徴

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院産婦人科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 兵藤　 博信　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 大塚 / 多摩総合

　 　 　 　 　 　 　 東京大学医学部附属病院 / 聖路加国際病院 / 順天堂大学医学部附属順天堂医院 / 焼津市立総合病院 / 公立昭和病院

当院産婦人科は、 東京都区東部唯一の総合周産期セン タ ーを 新生児科と と も に運営する 周産期医療の要と し ての役

割と 、 国の定める 地域がん拠点病院における 婦人科癌診療の中心施設と し ての側面で成り 立っ ています。 周産期部門

では、 年間約 1000 件の分娩を 取扱い、 と く にき わめて早い時期の早産や、 ハイ リ スク 妊娠、 さ まざまな合併症妊娠

に対応し 、 広範囲から 送ら れる 母体搬送の件数は年間 200 件を 超え、 都内随一です。 当院の研修では、 正常分娩から

鉗子分娩などの産科手術、 帝王切開手術に数多く 臨むこ と ができ ます。 婦人科部門では、 子宮頸癌、 子宮体癌、 卵巣

癌を はじ めあら ゆる 婦人科悪性腫瘍に対し 、 手術療法、 放射線療法、 抗癌剤によ る 化学療法を 数多く 行っ ています。

研修では多く の手術を 経験し 、 さ まざまな治療法を 組み合わせた治療の計画に参画し 、 術前術後管理など、 外科的治

療の基本を 学ぶこ と ができ ます。 良性疾患に対し て、 可能なも のは腹腔鏡手術を 行っ ています。 開腹手術を 含め、 手

術の執刀まで研修期間中に行う こ と が可能と なり ます。 当院産婦人科は、 日本産科婦人科学会の専攻医指導施設であ

る ばかり でなく 、 日本周産期・ 新生児医学会の周産期専門医（ 母体・ 胎児） 認定基幹施設に、 また日本婦人科腫瘍学

会の婦人科腫瘍専門医指定修練施設に指定さ れており 、 それぞれの複数の専門医が研修指導にあたり ます。 また、 当

院が 1 次・ 2 次およ び 3 次救急施設、 精神科救急施設である こ と から 、 産科救急、 婦人科救急の症例にも 多く 接する

研修が可能です。 第一目標は産婦人科専門医資格の取得です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 周産期研修 周産期研修 周産期研修 婦人科研修

周産期医療の基礎を学び、 基本的な診療手技を身につけるこ と が第一に必要である。 産婦人科医療に対する基本を習得し た
段階で、 婦人科手術に臨む基本的態度を身につける。

2 年次 地域医療（ 焼津市立総合病院） 地域医療（ 焼津市立総合病院） 生殖医療（ 聖路加国際病院） 生殖医療（ 聖路加国際病院）

地域医療に接するこ と により 、 産婦人科医療の現状に対する視野を広める。 焼津市立総合病院は、 生殖医療も 行っ ているの
で、 生殖医療に接するこ と も 可能である。 さ ら に、 都市部における産婦人科医療に接するために、 聖路加国際病院の勤務も
可能である。 また、 東京大学医学部附属病院を選択するこ と も 可能である。

3 年次 婦人科研修 NICU 研修 周産期研修 周産期研修

悪性腫瘍診療における病棟業務を学びと る。 再び周産期医療を行う 前に NICU 研修を受け、 新生児側の視点を身につけた後
に、 帝王切開の術者が可能と なる。

〇　 墨東病院で研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当院は地域がん診療連携拠点病院と し て 、 区東部のがん診療の中心的役割を 担っ ています。 早期がんから 進行がん

にいたる まで多く の患者さ んが来院さ れており 、 診断から 治療、 経過観察等系統的に学習を 積むこ と が可能です。 手

術については卵巣癌根治術や広汎子宮全摘出術はも ち ろ ん 、 2022 年１ 月から はロ ボッ ト 支援下手術も 開始し ており 、

低侵襲手術も 併せて経験するこ と ができ ます。 他、化学療法や放射線治療、緩和治療についても 多く の経験が可能です。

さ ら に、 臨床試験への参加や、 臨床研究、 学会発表、 論文執筆などの指導も 行っ ています。

東京都区東部地域の総合周産期センタ ーで、 早産や低出生体重児の症例が豊富です。 また、 総合病院であり 、 かつ、

救命救急セン タ ーを 備えており 、 合併症妊娠や産科救急の症例も 豊富です。 さ ら には、 都立病院と いう 背景から 、 社

会的ハイ リ スク も 数多く 受け入れ、 その対応、 サポート についても 学ぶこ と ができ ます。

周産期専門医・ 指導医合わせて 8 名で、 1 例 1 例、 母体や児の病態を考えながら 、 また毎週の新生児科と のカ ン フ ァ

レ ンスや、 症例ごと に他科・ 他部門と 知恵を出し 合い治療に臨み、 そう いっ た診療の最前列で経験を 積んでいき ます。

決し て他の施設では経験でき ないよう な「 濃い」 研修ができ ると 思います。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 岩瀬　 春子　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年（ ～ 7 年）婦人科腫瘍

新専門医制度

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 兵藤　 博信　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年周産期

新専門医制度
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●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー産婦人科研修プログラ ム（ 東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム）

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 谷口　 義実　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

連携施設病院： 大塚 / 駒込 / 多摩北

　 　 　 　 　 　 　 東京医科歯科大学病院 / 杏林大学医学部付属病院 / 青梅市立総合病院 / 立川相互病院 / 

　 　 　 　 　 　 　 田園都市レ ディ ースク リ ニッ ク

多摩総合医療セン タ ー産婦人科研修プロ グラ ムは、 東京都が運営する 専門医養成組織である 東京医師アカ デミ ーの

専門研修プロ グラ ムの一つです。 本プロ グラ ムの基幹施設である 多摩総合医療セン タ ーは､ 地域がん診療拠点病院で

あり 、 また一体と し て開設さ れている 小児総合医療センタ ーと 連携し て 、 総合周産期母子医療セン タ ーでも あり ます。

当院産婦人科は、 全国的にも 上位に位置する 年間 150 件以上の婦人科悪性腫瘍手術件数を 有し 、 また総合周産期母子

医療セン タ ーの産婦人科と し て年間 150 件以上の母体搬送を 受け入れ、 同時にスーパー母体救命対応施設（ 都内 6 施

設） と し ての救急診療も 実践し ています。 研修は 2 年間を 基幹施設である 当院産婦人科、 1 年間を 東京都内も し く は

神奈川県内の連携施設で行います。 当院産婦人科では、 婦人科腫瘍、 周産期、 女性のヘルスケア領域を 中心と し た広

範囲の高度な医療を 研修し 、 連携施設では、 内分泌分野、 特に生殖補助医療と 地域医療を 含めた研修を 行います。 ま

た当院産婦人科は、産婦人科専門研修においての基幹施設であるこ と に止まら ず、専門研修修了後の婦人科腫瘍専門医、

周産期専門医（ 母体・ 胎児） の修練施設でも あり 、 サブスペシャ リ ティ ー領域までカ バーする 質の高い指導医が豊富

に在籍し ています。 3 年次の当院産婦人科研修では、 サブスペシャ リ ティ ー領域の専門医取得に向けた機会を 提供す

る こ と も 可能です。 3 年間で本邦の標準治療や先進的な医療と 地域の実情に合わせた実践的な医療を 行える 人材の育

成を目指し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 産婦人科（ 多摩総合医療セン タ ー）

産婦人科基礎（ 正常妊娠・ 分娩・ 産褥、 正常新生児、 婦人科良性腫瘍の診断・ 治療・ 手術）

2 年次 連携施設① 連携施設②

連携施設①は生殖補助医療含む生殖内分泌強化可能な病院。 連携施設②は産婦人科地域医療の経験可能な病院。

3 年次 産婦人科（ 多摩総合医療セン タ ー）

産婦人科応用（ ハイリ スク 妊娠・ 分娩、 婦人科悪性腫瘍の診断・ 治療・ 手術、 腹腔鏡手術）

〇　 多摩総合医療セン タ ーで研修可能なサブスペシャ ルティ 領域

当院は日本周産期・ 新生児学会の周産期専門医（ 母体・ 胎児） の修練中に研修が必須な指定基幹施設です。 また当

院は総合周産期母子医療セン タ ーであり 、 東京都指定の母体救命対応施設でも あり ます。 年間約 1200 件の分娩、 200

件の母体搬送、 25 件の母体救命症例、 500 件以上の帝王切開と 3 年間の修練で周産期専門医取得が可能と なる 充分な

症例数が見込まれる。また当科には専門医、指導医資格を持っ た医師が複数在籍し ており 十分な指導体制が整っ ている。

研修期間中は基本的に 3 年間を 多摩総合医療セン タ ー産婦人科での修練と し 、 希望者は 2 年目に 3 ヵ 月程度小児総

合医療セン タ ー新生児科での研修も 可能と する予定です。 修了時点で日本周産期・ 新生児医学会周産期（ 母体・ 胎児）

専門医試験の受験資格が得ら れる カ リ キュ ラ ムを 組みます。

研修コ ース

モデル

プロ グラ ム責任者： 産婦人科　 谷口　 義実　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年周産期


